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今年の８月１日から、㈱大岩機器工業所から

社名が変わりました。

古い体質と決別し、エネルギーに満ち溢れた

モチベーションの高い企業に生まれ変わる

発表者：企画管理課　八島　亨

発表内容

1.会社概要

2.なぜ、リスクアセスメントの取組を目指したの
か。3つのステップについて

3.地域とのコミュニケーション実施内容

　　『工場見学会』『バザー』『納涼祭』

4.ISO14001への取組

5.今後のわたしの課題
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<会社概要>
・創立　　　　　　　　昭和21年9月
・資本金　　　　　　　1億5千万
・社員数　　　　　　　488名
・事業所　　　　　　　管理本部，営業本部，SEM本部

　　　　　　　　　　　　　システム事業部，生産本部

・設立　　　　　　　　平成3年4月　神奈川県藤沢市善行から国見町へ
・従業員数　　　　　125名　（2007年1月5日現在）
・敷地面積　　　　　３４，０００㎡　（１０，５００坪）
・生産台数　　　　　３，０００台～４，０００台／月
・特徴　　　　　　　　㈱荏原製作所のＯＥＭ工場として、開発・設計から材料加工
　　　　　　　　　　　　塗装・製品組立までの一貫生産体制

<　国見事業所概要　>

・全景

・汎用送風機 SRP30ﾀｰﾎﾞﾌｧﾝ ﾎﾞｲﾗｰﾌｧﾝ
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・工場敷地

第1工 場
製缶・溶接・塗
装・組立・梱包

第２工場
原材料からの切

断・折り曲げ・プ
レス・旋盤加工

テニスコー
ト

従業員
駐車場

・組織

事業所所長

業務部 企画管理課

業務課

調達課

開発部 設計開発課

技術課

生産部 生産第１課

生産第２課

品質保証部 品質保証課

検査課

品質管理責任者
ISO9001　2000
版

2006年度品質方針
1.『法律・ルールを必ず守る』
2.『3年後、経常利益5%達成』
3.『常にお客様満足度を高める活動の継続』

①安全衛生・環境委員会
　　※防災隊発足
②ＫＱＣ委員会
③生産会議
④FQC会議
⑤営業会議
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<　なぜ、ﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄの取組を目指し
たのか？>

第１ステップ
①２年前、福島県のリスクアセスメントの勉強会

に参加した。

②㈱川俣精機様の花見の会で、大きな刺激を
受けた。

③地域社会と従業員とその家族の皆様への感
謝の気持ちを基に、社長から納涼祭の復活
の指示があった。

第２ステップ

地域とのコミニュケーションを第一に計画

・工場見学会　：　従業員の家族，近隣住民の方を対象に実施
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第３ステップ
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45%
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60%
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0%

30%
よかった

ふつう

わるい

回答なし

・工場見学者数　　20名 ・工場の説明，資料はどうでしたか

・工場内の印象はどうでしたか ・工場見学会に参加して

工場見学会のアンケート調査結果

・その他多数のご意見をいただきました

1.近くに大きな工場があることはとても心強いです　　　　　　　　　　　　　　近隣

2.大きな工場ですね　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　不明

3.従業員がたくさんいますね　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　不明

4.ロボットが溶接し人が加工しているのですばらしい　　　　　　　　　　　　　不明

5.工場内の空気もきれいでした　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　近隣

6.工場内の整理も大変良くされている　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　家族

7.具体的な作業をわかりやすく説明してくれた　　　　　　　　　　　　　　　　　家族

8.暑い中作業している方、頑張ってください　　　　　　　　　　　　　　　　　　　家族

9.会社の説明（商品・設備）が難しかった　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社員

10.工場見学の時間を長くして欲しい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社員

11.朝、通勤の車のスピードが速く子供があぶない。その時間帯は

　　外に出さない様にしている　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　近隣

12.夜遅く、トラックへの積込時、フォークリフトのバックブザーが

　　うるさい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　近隣

13.テニスコートを子供の遊び場として開放して欲しい　　　　　　　　　　　　近隣

14.盆踊りを復活して欲しい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　来賓
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従業員の皆様方へ
　　朝の通勤時は、下記の道路を使用する様にご協力願
　　　います

ここの角部の草が伸びており、
視界が悪く危険であったので、
弊社で除草を行なった。
後で、詳しく説明します。

旧ルート 新ルート

最 近 住 民 の 方 が 気 づ い て 『 車 の 経 路 が
変 わ り 安 全 に な っ た 』 と の 声 を 聞 く 事 が
で き ま し た 。

・バザー・・・従業員の協力で自宅から持ち寄った

物を格安で販売した。多数の主婦の方々が全て購入
いただいた。又、収益金を国見町の福祉関係に活用し
ていただく様に寄付しました。
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・納涼祭・・・実行委員会を設置して、準備からチーム編成

実施まで全員で行った

日時

平成１８年８月２５日（金）
工場見学会　１０時３０分～　２階事務棟

バザー　　　　１４時～ ２階食堂
納涼祭　　　　１６時～　北側駐車場
※オープニング開始時、花火を打上げ

　　いたします。

　

　　平成１８年

駐車場
誘導班

近隣の町内会，来賓，協力工場，社内の各事業所の
方を招いた。
総勢500名の方々に来て頂き、1時間後には食べ物

飲み物売り場が完売状態となった。又、カラオケ大会
では、子供達が名乗り出て順番待ちという状態であっ
た。午後４時に打ち上げ花火で始まり、８時３０分に
花火で締めくくった。
来年は、今年以上のものにしたいと関係者一同の
反省点となった。

しかし、

実 行 委 員 会 の
悩 み

納涼祭でアルコールを出すので、従業員にいくら注意を
しても、車を運転する者がするのではないか。
もし、事故でも起こしていたら大変なことになってしまう。
この問題があって、納涼祭の実施がされなかった要因の
一つでもありました。
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<　化学物質ﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄへの取組　 >
担当者がまず研修会に参加し学習することから、開始した。
その感想は、以下の通りです。

• 　　安全、環境等最近「リスクアセスメント」をよく耳にする。
• 　　リスクアセスメント＝危険の評価・排除という認識であったが
• 　　自主的な労働安全衛生活動であり、危険の排除はもちろんのこと、
• 　　いかに　リスクが小さくなるように上手に管理していくことが大事か
• 　　認識した。
• 　　当事業所においても危険性の排除として、保護具の使用・徹底、
• 　　機械装置の設置等を行なってきたがリスク低減順位としては低い
• 　　順位で、代替品への変更、暴露の低減対策が足りなかったことを
• 　　痛感した。
• 　　また、「ＭＳＤＳ＝製品安全データシートで、整備しておかなくては
• 　　ならない。」　程度の認識で、記載内容、記載ﾃ゙ ﾀーの活用を行なって
• 　　いなかった。
• 　　今後、ＭＳＤＳのﾃ゙ ﾀーをもとに今回学習したコントロールベンディングを
• 　　活用して、　リスクアセスメントを行なって行きたい。

<　ISO14001の取組　>
• 今年５月取得を目指し社内プロジェクトチー

ム発足によって、キックオフされました。

　現在は、準備段階です。
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<　今後の私の課題　>

①地域とのコミュニケーションや工場見学会を
今年以上、実施する

②10月から毎月、社内情報紙『大岩タイムス』

を作成し従業員，家族や近隣住民の方（町内
会の回覧板）に情報公開を行う

③大岩マシナリー主催の、スポーツ大会を企画
する。地域のスポーツ少年団の大会を開催し

　健全育成会に参入する

捨て
られ
た
空き
缶
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国見町町長にバザー，納涼祭での収益金を
寄付いたしました。
福祉に役立てていただく様に御願いいたしました。

*１２月２３日土曜日クリスマスケーキを無料で配りました。
その模様です。

メリーク
リスマ
ス

来場の皆様には、名前と住所の記入を御願いしました。近隣の皆様が殆どを占めていました。又、土曜日出勤
していた、従業員にも渡しました。
緑風園，あつかし荘，デイサービスの方には、役場の方が取りに来ました。又、福梁製作所と白金運輸にも渡しました。
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